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４ 議事日程     

 （１） 委嘱状交付 

 （２） 教育長挨拶 

 （３） 委員長挨拶 

 （４） 副委員長の指名 

 （５） 検討委員会の設置目的について 

 （６） 学校ＩＣＴの活用について 

     協議「今後の福生市におけるＩＣＴの活用について」 

 

 

５ 配布資料 

 【資料１】令和における福生市立学校の在り方検討委員会設置要綱 

 【資料２】令和における福生市立学校の在り方検討委員会委員名簿 

【資料３】 令和における福生市立学校の在り方検討委員会日程（令和６年度） 

 【資料４】検討委員会説明資料 

 【資料５】各校のＩＣＴ活用に係る現状及び課題 

 【資料６】感想用紙   
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【事務局】  

定刻となりましたので、ただいまから、令和６年度第１回「令和における福

生市立学校の在り方検討委員会」を開会いたします。 

 

次第に基づき、会を進行します。次第１「委嘱状交付」です。まず、本検討

委員会組織の確認をさせていただきます。本日の配布資料１「令和における福

生市立学校の在り方検討委員会設置要綱」を御覧ください。第３条および４条

の規定に基づき、任期は２年ですので、委員の皆様は原則、令和８年３月 31 日

まで務めていただきます。 

 これより、教育長より委嘱状を交付します。 

 

＜教育長 委嘱状交付＞ 

 

次に、教育長より御挨拶申し上げます。教育長、よろしくお願いします。 

 

【教育長】  

皆様、改めましてこんにちは。 

令和６年度・７年度の２年間、新しい任期が始まりました。「令和における福

生市立学校の在り方検討委員会」の皆様には、福生市立学校をどのようにして

いくかという、教育の中身の部分を中心にご協議をいただきます。ただいま、

委嘱させていただいた委員の皆様、任命させていただいた委員の皆様、どうぞ

２年間よろしくお願いします。 

 私、実は先週まで教育長協議会という全国の会議に参加してまいりました。

長崎大会でしたが、そこでは、各地の教育長が、大きな市の教育長も、私ども

よりも小さな市の教育長も、全国の教育長が一堂に会して議論をしてきました。

その話の大半が、子どもが減っている現状の中、新しい教育をどのように展開

していくのか。多くの教育長が、校舎築年数が 50 年、場合によっては 60 年目

を迎えていて、そのような中でどうやって今の教育を維持していくのか、とい

ったお話が多くありました。どの町もそれぞれの考え方のもとで、新しい学校

の在り方、今後の学校の在り方を本当に真摯に、もう少し本当のことを言うと

危機感や切迫感をもって議論されていました。 

 私は、福生市のことを考えながらその議論に参加していましたが、本日はお

手元に、「令和５年度令和における福生市立学校の在り方検討委員会報告書」と、

「令和４年度令和における福生市立学校の在り方検討委員会報告書」の二冊の

報告書を差し上げてございます。 

全国の会議では、小中一貫校、義務教育学校、小中連携教育など、多くの都
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市が、将来建て替えるならば義務教育学校にしよう、したいと言っておりまし

たけれども、本市では、その議論はおかげさまで２年前に、当時の検討委員会

の委員の皆さんにしていただいているところです。 

 そして、去年は部活動の地域移行について検討いただきました。これも国は

令和７年度までと言っており、もう待ったなしですが、各地区のお話では、ほ

とんど進んでいません。検討もされていない市が多くございました。 

先日開催された、本市のコミュニティ・スクール総会でも、私から申し上げ

たのですが、コミュニティ・スクールについて去年、この会で検討していただ

きました。西多摩初のコミュニティ・スクールをつくった福生市ですけれども、

活動の中身が充実していると私は感じています。他県の教育長の話を聞くと、

「いや、うちは地域がしっかりしているから、ＣＳ委員会は必要ないけれども、

県がやれということだから作った」、というお話をされる教育長もいらして、な

るほどと私は思いました。全国では 52％ができているということですけれども、

福生市の 10 校のようにはなかなかできていない、といった感じを持ちました。 

 本日はＩＣＴの検討ということです。ご承知のとおり、ＩＣＴ教育は令和３

年度を境に大きく変わりました。本来の目的である教育の情報化という部分が、

例のコロナのおかげで一段も二段も進みました。 

 このことについて、本市は、各校長先生方のおかげで、いわゆる実を伴った

ｉＰａｄの使い方ができていると思っています。まだまだという面もあります

が、どうやったら子どもたちがｉＰａｄを普段使いしていけるのか。これは私

が着任した時のテーマでした。 

「いつでも、どこでも、何度でも」。このことは多くの学級で展開されるよう

になりました。とはいえ、まだまだこれから伸びていかなければいけないとこ

ろなので、本日はそのことについて御報告、御説明差し上げて、御意見を皆様

からいただきたいと思っています。 

年度の始めですので、少し長くお話をさせていただきました。それでは２時

間、どうぞよろしくお願いします。ありがとうございます。 

 

【事務局】  

それでは、次第３「委員長挨拶」です。資料１の第５条、委員長および副委

員長を御覧ください。ここにございますように、委員長１名、副委員長２名を

置くこととなっています。 

 ここで、委員長に御挨拶を頂戴いたしたく思います。それでは、委員長、お

願いします。 
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【委員長】  

＜挨拶及び自己紹介＞ －省略－ 

 

【事務局】  

委員長、ありがとうございました。今年度新たな委員もいらっしゃいますの

で、引き続き、本日お集まりいただきました委員の皆様から御所属とお名前だ

け発言をお願いします。 

 

【各委員】  

＜挨拶及び自己紹介＞ －省略－ 

 

【事務局】  

委員の皆様、ありがとうございました。続きまして、次第４「副委員長の指

名」に移ります。設置要綱第５条第２項において、副委員長は委員のうちから

委員長が指名した者をもって当てるとございますことから、委員長に御指名を

いただきたく思います。委員長、お願いします。 

 

【委員長】  

それでは、副委員長を指名させていただきます。 

 まず、小学校の取りまとめをされていらっしゃいます、福生市立第一小学校

の校長、そして中学校の取りまとめをされている福生市立第二中学校の校長の

お２人に副委員長をお願いし、委員長の職を支援していただきたいと考えます。

どうぞよろしくお願いします。 

 

【事務局】  

委員長から副委員長として、福生第一小学校の校長、福生第二中学校の校長

の御指名がありました。委員の皆様、よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。それでは、指名されました２名の校長は副委員長席

へ御移動になります。ここで一言ずつ御挨拶をお願いします。 

 

【各副委員長】  

＜就任挨拶＞ －省略－ 

 

【事務局】  

ありがとうございました。それでは、ここからの進行につきましては委員長

にお願いします。 
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【委員長】  

それでは進行させていただきます。御協力のほどお願いします。新しい方も

委員に就任されていますので、改めて次第５「検討委員会の設置目的」につい

て、事務局より内容の説明をお願いします。 

 

【事務局】  

 それでは私から、次第５「検討委員会の設置目的」について説明をさせてい

ただきます。本検討委員会ですが、お配りしています資料１の設置要綱の第１

条にございますとおり、福生市の小・中学校が直面している教育課題の解決や

学校教育に対する市民の思いや願いの実現という観点から、今後、福生市立学

校の在り方等の検討を行うため設置しているものです。 

 同じく資料１の設置要綱第２条にございます所掌事項ですが、１、小中一貫

校に関すること、２、学校教育に関するＩＣＴの活用に関すること、３、不登

校対策に関すること、４、コミュニティ・スクールの充実に関すること、５、

その他教育委員会が必要と認める事項となっています。原則これら５つのミッ

ションが軸となっていますが、これらの軸はあくまで学校が抱える現状、様々

な課題を解決するためのツールの一部という位置付けです。 

 これまで令和４年度は、小中一貫校の検討について、令和５年度は、不登校

対策、コミュニティ・スクールの充実、部活動の地域連携・地域移行を議題と

して御意見をいただき、御提言を頂戴しました。 

 今年度、令和６年度では、ＩＣＴの活用、部活動の地域連携・地域移行につ

いて御協議いただき、御提言をいただきたく思います。 

 なお、部活動の今後の方針を考えてまいるために、本会議とは別に、令和６

年度に新たに「部活動の地域連携・地域移行検討委員会」を設置しています。

部活動の検討委員会を踏まえ、本委員会の第３回にて、「部活動の地域連携・地

域移行検討委員会」についての御協議の内容を踏まえた協議を予定してござい

ます。私からは以上となります。 

 

【委員長】  

ありがとうございました。 

事務局より検討委員会の設置目的につきまして説明がありました。委員の皆

様から何か御質問、御意見があればお受けしたいと思いますが、いかがでしょ

うか。よろしいでしょうか。それでは、この件については以上とさせていただ

きまして、次にまいりたいと思います。 

 次第６「学校ＩＣＴの活用について」になります。まず、事務局より内容に

つきまして説明をお願いしたいと思います。 
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【事務局】  

それでは次第６「ＩＣＴの活用について」御説明いたします。 

こちらでは、日常的な活用の推進について御説明します。初めに、私から、

一人１台ｉＰａｄを令和３年１月に配布してから３年が経った学校の風景等を

御紹介させていただきます。 

 こちらは中学校の調べ物学習をしているところの風景です。先ほど教育長の

冒頭の御挨拶にもありましたように、本市では、「いつでも、どこでも、何度で

も」という合言葉を掲げ、調べる時にはいつでもｉＰａｄを取り出して子ども

たちが調べる、そういった環境をつくっているところです。 

数年前まではパソコン教室でしか調べられなかったものが、今、教室で身近

に、すぐに調べることができる、こういったことが当たり前の状況になってい

ます。 

 続きまして、こちらは植物の観察、朝顔かと思いますが、その観察の様子を

写真に撮って、それを学習に使おうという風景です。ｉＰａｄにはカメラ機能

を搭載していますので、カメラ機能を使った学習の記録も小学校低学年から使

用しているところです。 

 続きまして、こちらは電子黒板を使った授業の風景です。徐々にデジタル教

科書の普及が進んでいく中で、電子黒板の活用をして、より子どもたちに分か

りやすい授業をするため、教員のＩＣＴ技術も少しずつレベルアップしている、

そういった状況です。 

 続きまして、こちらは体育でのリレーのバトンの受け渡しを、右側の子ども

が動画に撮っている風景です。バトンの受け渡しで、どこが、何が違うのかは

自分では分からないものなので、動画を実際に撮って、後々このように、「少し

後ろを向いている」といったことを写真に書き込んで、それをお互いの学び合

いの記録として残していくというところです。 

 続きまして、こちらは、リモート見学で、オンラインでスーパーの見学をし

ている様子です。これが始まった当初はコロナ禍といったこともありますので、

校外学習といってもなかなか外に出ていけませんでしたが、ｉＰａｄを使うこ

とによって、学校にいながら施設見学もできます。 

 続きまして、動画視聴をしている風景です。何の動画かというと、円の公式

を求める問題に対する動画を閲覧して理解したり、ネットで考えたり、知った

りする活動です。動画の教材も非常に多くなっています。子どもの理解力を上

げるために、様々なＩＣＴ機器を活用しているところです。 

 続きまして、こちらは音読の様子を動画に撮っている様子です。後で自分で

振り返り、どこが一番良かったのか、ここがいけなかったのかというのを、自

分自身で振り返る一つの道具としてｉＰａｄを活用するという授業です。 
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 続きまして、プログラミングのアプリです。教科は何か分かりませんが、プ

ログラミング教育の一環としてｉＰａｄを使用しているところです。 

 続きまして、プレゼンテーションです。多摩川の生き物を守るためにという

発表をするために、プレゼンテーションの資料を子どもたちがつくっている様

子です。 

 他にも日々の授業での活用を様々な部分で展開しています。御覧いただいた

ように、様々な場面で端末やモニターなど、ＩＣＴ機器の活用がされています。

令和の教育には一人１台ｉＰａｄがあるということが当たり前であり、活用し

ています。 

 こちらは、お手元にも配布させていただいている資料ですが、一人１台端末

を導入した際に、教育長が「週刊教育」に掲載した資料です。本市のＧＩＧＡ

端末について記載されていますので、よろしければ後ほど御覧ください。 

 それでは以下、担当から説明をさせていただきます。 

 

【事務局】 

 それでは私からは、ＩＣＴの活用について、画面にございます（１）、（２）

について御説明をさせていただきます。 

 初めに、現在の学校の一人１台端末やＩＣＴ環境整備の根拠であります、Ｇ

ＩＧＡスクール構想について、簡単に御説明をさせていただきます。 

ＧＩＧＡクール構想とは、文部科学省が提唱したこれからの時代を生き抜く

全ての子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びを実現

させるためのＩＣＴを中心とした環境整備のことです。これからのＳｏｃｉｅ

ｔｙ．5.0 時代は、ＩＣＴ機器の活用が前提となる世界です。そのような時代を

生き抜くためには、子どもたち一人一人がＩＣＴ機器に触れ、活用ができるＧ

ＩＧＡスクール構想は重要な位置付けであり、国策として現在推進をされてい

ます。本ＧＩＧＡスクール構想に基づきまして、本市において令和３年１月に

一人１台のタブレット、現在はｉＰａｄの配備を行っているところです。 

 こちらのスライドは、一人１台端末が入ることによりまして、学習がどのよ

うに変わっていくかを示しているものです。以下については、後ほど御覧いた

だきますようお願いします。 

 次の資料ですが、こちらは内閣府の経済社会活力ワーキンググループに文部

科学省が提出した資料となっています。こちらの資料では、ＧＩＧＡスクール

構想の今までの成果が示されておりまして、これまでの成果として、一人１台

端末の配備が早期に完了をしていること、また、各種学習ツールを活用した個

別最適化、協働的な学びの実現、また不登校や特別な支援が必要な児童・生徒

への誰一人取り残されない学びの保障などが実現したと成果として認識をされ
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ています。 

 こちらのスライドでは、ＧＩＧＡスクール構想が国の様々な政策につながる

重要なインフラとし、今後、各施策が展開されていることが示されています。 

 特に学校教育関連では、スライド右上の水色の枠の部分に示されております、

全国学力・学習状況調査のＣＢＴ化、ＣＢＴとはＣｏｍｐｕｔｅｒ Ｂａｓｅ

ｄ Ｔｅｓｔｉｎｇの略語でございまして、テストを従来の紙ベースではなく、

コンピューター上で行うというもので、全国学力・学習状況調査では既に一部

活用がされています。 

 また今後、デジタル教科書の本格導入、不登校施策など、様々な取組みがＧ

ＩＧＡスクール端末を中心に進められ、今後のＧＩＧＡ環境の安定的な継続が

引き続き求められています。 

 次に、（２）福生市の現状です。福生市では、ＧＩＧＡスクール構想を進める

にあたり、「いつでも、どこでも、何度でも」をキーワードとし、配備、実践を

進めてまいりました。ＩＣＴ端末を鉛筆やノートと並ぶ新しい文房具として、

本市では子どもたちが自由な発想で安心して活用できること。例えば、辞書を

引くように検索をする、模造紙でまとめるようにプレゼンテーションソフトで

資料を作成する、メモを取る代わりにデータで打ち込むなど、自由に学習する

ツールとしての活用を目指しています。 

 「いつでも、どこでも、何度でも」というキーワードを実現させるために、

次のような環境整備を行ってまいりました。１点目、福生市では導入の際に直

感的な操作性や起動時の即時性が優れていることなどから、ｉＰａｄを現在選

定しております。２点目は、ＬＴＥ端末の導入です。本市では学校内以外の校

庭や校外学習、また家庭学習等でも活用できるよう、ＬＴＥ端末の導入をして

います。そのため、児童・生徒は場所にとらわれずに活用が可能となっていま

す。   

学校では、校内の無線ＬＡＮとＬＴＥ通信の併用、校外ではＬＴＥ通信、自

宅では御家庭に御協力をいただきまして、Ｗｉ－Ｆｉ通信とＬＴＥ通信を併用

することで、端末の活用が妨げられない体制を構築しています。そのため、本

市では令和３年１月の導入時点から、毎日の持ち帰り学習の実現を達成してい

るところでございます。 

 スライド３点、４点目ですが、こちらは一人１台端末以外の環境整備をまと

めさせていただいています。まず、３点目、電子黒板及び大型モニターですが、

各校約４から７台程度の電子黒板、合計 61 台の電子黒板を導入しています。ま

た、大型モニターを 107 台配備しております。 

 ４点目、画面転送装置では、ｉＰａｄの画面を共有するためのＡｐｐｌｅ Ｔ

Ｖを配備し、授業での効果的な活用を実践しています。また、大型モニター等
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を配備することで、視覚的に共有を行いながらも、授業やデジタル教科書の投

影などが可能となっています。 

 ５点目は、学校の通信網、Ｗｉ－Ｆｉ環境についてです。一人１台端末等の

推進によりまして、学校で活用する通信量は非常に多くなっています。本市で

はＬＴＥを併用しながら使用することによりまして、通信に大きな問題は起き

ていないと考えていますが、ＧＩＧＡスクール構想に合わせて通信プランの見

直しなどを随時実施し、安定した通信網が引き続き行使できるよう努めていま

す。 

 ６点目は、保守対応等です。こちらはヘルプデスクや故障時の対応など、充

実した保守対応を導入当初から設置し、活用することで、故障時の対応やパス

コードのリセットなど、軽微な対応につきましてはそれぞれ実施できるところ

です。 

 このような体制を構築し、「いつでも、どこでも、何度でも」の理念に沿った

運用をさせていただいているところです。 

 次のスライドです。こちらは児童・生徒の安全を守る仕組みです。 

 福生市では、児童・生徒が安全に端末を活用するために、四つの仕組みを構

築しています。 

１点目は、先ほど申し上げました端末の保守です。児童・生徒が扱う端末は

故障、破損のリスクがあります。そのため本市では、①のように自然故障、物

損等も含めた保守を導入しています。 

２点目は、フィルタリングです。例えば、ＳＮＳ、アダルト関係、ショッピ

ング関係等に関しましては、②フィルタリングが作動する形となっています。 

また、③希死念慮に関する検索があった場合の連絡体制ですが、例えば児童・

生徒がネット上で自殺や死に方など、希死念慮に通じるキーワードを端末で検

索した場合には、即時に教育委員会へメールで連絡が来る形となっており、そ

の際には検索ワードを調べ、学校へ御連絡します。学校では、児童・生徒の保

護者へ連絡、必要に応じてスクールカウンセラー等の専門家とつなげる体制を

構築しています。 

 ３点目は、各種設定です。福生市では共同学習や日々の連絡に活用する学習

支援ソフトとして、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ365 を活用しています。Ｍｉｃｒｏｓｏ

ｆｔ365 では、チャット機能やＯｕｔｌｏｏｋのようなメールの機能があります

が、児童・生徒同士の通信や、外部とメールができないようにチャットルーム

等の作成、メールの遮断など、④機能の一部を制限して活用させていただいて

います。 

 次に、⑤通信容量の把握です。市教育委員会では、端末の配布時からＬＴＥ

通信による通信量についての状況を把握しており、通信量が著しく多い児童・
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生徒については、学校で聞き取りを行っていただき、また保護者へも注意喚起

をしていただいています。 

 続いて、⑥夜間帯の通信制限ですが、端末の貸与後、一定数の児童・生徒は、

長時間の活用や深夜帯の活用により月の通信量が300ＧＢや 200ＧＢに達するな

ど、適切ではないと思われる使い方の事例が見られておりました。そのため、

令和５年度には、夜間帯、午後 10 時から午前５時までのインターネットの制限

をかけるように設定をし直しています。ただし、こちらの設定につきましては、

学習を止めることがないよう、ドリルソフトや学習支援ソフトは該当時間にお

いても活用できるように設定し、運用しているところです。 

 次に、⑦個別のスクリーンタイム設定の対応です。例えば各家庭の御要望に

よりまして夜間を使えないようにしてほしい等の希望があった場合には、各御

家庭ごとに決めた時間以外はｉＰａｄを使えなくする等、個別に対応していま

す。 

 最後に４点目、「ＧＩＧＡワークブックとうきょう」等の教材の配布です。こ

ちらは家庭でのルールづくりや情報活用、情報モラル等を学ぶためのワークブ

ックとなっておりまして、教材としてｉＰａｄへの配信などを行っています。 

 この四つの仕組みによりまして、児童・生徒が安心して端末を活用できる体

制をつくっています。 

 次のスライドを御覧ください。こちらは、教員の皆様への支援・連携です。

１、ＩＣＴ授業支援員ですが、学校で先生方の授業の支援を行う支援員です。

各校月に２回来校し支援をしているところです。例えば、異動により初めてｉ

ＰａｄやＭｉｃｒｏｓｏｆｔ365 を扱う教員や、ｉＰａｄの活用に慣れ、もっと

効果的に活用したいと思う教員への対応を充実させることは、ＩＣＴの今後の

円滑な活用につながります。そのため、機器の活用方法から授業支援、教員へ

のアドバイスや研修を行う、このような支援員の存在は今後非常に重要である

と考えています。 

 また、情報共有ですが、教員のみのグループである、「福生の先生」という情

報共有ができるチームを作成し、事例を共有して、支援員の報告書等により学

校間で横断的に活用事例の展開も行っています。 

 併せて、ＩＣＴ推進委員会や各種研究事業等でもＩＣＴを踏まえ、様々な実

践研究をしていただきながら、現場で活用していただいているところです。 

 

【事務局】  

ここからは、市内小・中学校におけるＩＣＴの活用事例を、スライドにお示

ししています①から③の３点について御紹介します。 

 １点目は、ｉＰａｄその他周辺機器を有効活用した授業の日常化についてで
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す。現在、福生市内の学校では、ｉＰａｄ、大型モニター、電子黒板等のＩＣ

Ｔ機器を使用し、デジタル教科書や様々な学習ソフト、デジタルコンテンツ、

アプリ等を活用した授業が写真のように行われています。 

 画面に今お示しした図は、福生市でＧＩＧＡスクール構想を体系的にイメー

ジ化した図になっています。各学校はｉＰａｄその他の周辺機器を有効活用す

ることで、Ａの一斉学習、Ｂの個別学習、Ｃの協働学習、このＡ、Ｂ、Ｃのそ

れぞれの学習の視点で、各教科等で育成を目指す資質・能力とともに、児童・

生徒の情報活用能力の習得を目的とした日々の授業改善に取り組んでいます。 

 それでは、この三つの学習の視点に沿って、授業における活用事例、これま

で学校から報告いただいたものを紹介させていただきます。 

 まずは、Ａの一斉学習についてです。Ａ１、教員による教材の提示の事例を

紹介します。スライド左側の写真は、ｉＰａｄと大型モニターを活用した資料

提示の様子になります。大型モニターを使用することで注目させたい部分を拡

大して提示したり、例えば意図的に隠して提示したりすることができます。ま

た、同じ画面を生徒のｉＰａｄと共有することで、生徒の手元で教材を提示す

ることもできます。 

 スライドの右側の写真は、デジタル教科書を電子黒板で提示している授業画

面の様子です。電子黒板を活用することで、デジタル教科書の機能を大型の画

面上で使用することができます。また、電子黒板の書き込み機能を使用するこ

とで、学習のポイントや児童・生徒が出した考えなどを画面上に直接書き込む

ことができます。 

 次に、Ｂの個別学習についてです。スライド左側のＢ１、個に応じた学習の

事例です。これは英語の授業ですが、デジタル教科書のイラストをマーキング

して、英語では何と言うかを確認することができます。例えばパン屋にいる人

をクリックすると「Baker」と発音してくれます。児童は自分のペースで職業の

単語や発音を覚えることができます。 

 スライドの右側Ｂ２、調査活動の事例となります。ｉＰａｄのインターネッ

ト検索機能を活用することで、調べたいことをすぐに検索して調べることがで

きます。また、教科書の資料を児童のｉＰａｄに送ることで、児童は自分のｉ

Ｐａｄで資料をじっくりと調べることができます。更に教科書に掲載されてい

ます二次元コードをｉＰａｄで読み込むことで、動画等の多様なデジタルコン

テンツを活用した調査活動をすることができます。 

 スライド左側のＢ３、思考を深める学習の事例です。 

 教科書に掲載されている二次元コードをｉＰａｄで読み込みますと、例えば

デジタルコンテンツを使用することができます。写真は、算数で線対称な図形

を作図している様子です。デジタルコンテンツを活用して作図することで、何
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度でも作図を試すことができます。 

 スライド右側のＢ４、制作・表現の事例です。操作が簡単なプログラミング

アプリを利用しまして、自分でつくった模様を動かし、アニメーションに表し

ている授業の様子となります。アプリ上に保存した動画は共有できるため、鑑

賞もしやすく、作業中に鑑賞しながら児童同士がアイデアを出し合い、改善や

調整をする姿も多く見られたと報告を受けています。 

 続いてＢ５、家庭学習の事例となります。Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｔｅａｍｓ

のＲｅａｄｉｎｇ Ｐｒｏｇｒｅｓｓという機能を使用することで、ＡＩによ

る音読判定ができるという機能になっています。この機能は誤った発音、誤発

音、省略等の判定から全体の正答率が出されます。また、音読後には頻出単語

のスピーキング練習も行うことができ、生徒の納得がいくまで練習することが

可能です。福生第一中学校では、この機能を活用した音読練習を家庭学習の課

題として出していると報告を受けています。 

 最後に、Ｃの協働学習の視点についてです。スライド左側、Ｃ１、発表や話

合いの事例です。こちらは体育の授業ですが、自分の技能をｉＰａｄで撮影し、

映像を見ながら友達とペアでアドバイスをし合っている、そういった話合いの

場になっています。 

 スライドの右側、Ｃ２、協働での意見整理の事例です。Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ

のホワイトボード機能という機能を活用することで、各自が調べたこと、考え

たことをｉＰａｄ上で共有し、情報を整理することができます。この事例以外

にも協働編集ツールを活用した意見整理の実践は多くの報告を受けています。 

 スライド左側、Ｃ３、協働制作の事例です。ｉＰａｄを使用することで児童

はファイルを共有することができます。また、動画編集ソフトを活用すること

で、目的に応じた材料を選択し、動画等の学習のまとめを制作することができ

ます。画面はｉＰａｄで発表の様子を録画している様子で、協働でこういった

まとめをつくっている場面です。 

 スライド右側はＣ４、学校の壁を越えた学習の事例です。ＩＣＴ機器を活用

することで、教室にいながら遠く離れた場所とのやり取りも可能になりました。

写真は、台湾の学校とオンラインでつなぎ、生徒が交流を行っている様子の写

真となっています。 

 次に、２点目の情報モラルの向上についてです。児童・生徒が情報を活用す

る能力に加え、犯罪の被害者や加害者にならないよう情報モラルを身に付けて

いくことは益々重要になってまいります。そのため、教育委員会では、各学校

の実践事例を収集し、好事例を共有するとともに、児童・生徒のｉＰａｄから

情報モラルに関する学習サイトに直接アクセスできるようにするなど、教員が

日常的に指導しやすい環境整備に努めています。 
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 スライドにお示ししておりますのは、小学校の実践となります。東京都教育

委員会が作成した活用型情報モラル教材「ＧＩＧＡワークブックとうきょう」、

こちらの活用事例となっています。 

 スライド左側の写真は、福生第四小学校で実施をしました情報モラル研修の

様子です。ＩＣＴ教育推進担当の教員が講師となり、授業での活用方法を共有

している様子です。 

 スライド右側枠内には、福生第一小学校で実施をしましたｉＰａｄの正しい

使い方の事例を掲載しています。児童は本教材を活用してパスワードの扱い等

について学んでいます。 

 次に、中学校の実践を紹介します。スライド左側枠内は、福生第二中学校の

事例となります。福生第二中学校では、生徒会が中心となってＳＮＳルールを

考え、全校生徒に向けて提案を行いました。 

 スライドの右側、こちらは福生第三中学校の事例となっています。福生第三

中学校では、生徒によるＩＣＴ委員会を立ち上げ、ｉＰａｄの適正利用を啓発

するために、ポスター・シールを作成し、教室掲示や生徒手帳への貼付け等を

行っていると聞いています。このように、生徒が主体となって情報モラルを向

上する取組も行われています。 

 それでは、最後の３点目となります。登校できない児童・生徒への学習支援

の充実についてです。福生第一中学校７組の実践を紹介します。７組は、文部

科学省認可の学びの多様化学校、いわゆる不登校特例校の分教室です。お示し

した写真は、授業のオンライン配信の様子です。自宅にいる生徒は、ｉＰａｄ

からＭｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｔｅａｍｓにログインし、スライド右側に示した該

当する授業のチームを選択することで、オンラインで授業を受けることができ

ます。 

 また、このＭｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｔｅａｍｓを活用することで、自宅にいる

生徒に対し教材を配信したり、生徒が自宅から課題を提出したりすることも可

能となっています。スライドにはｉＰａｄで課題の提出を確認している画面を

お示ししています。このように７組では、登校できない生徒に対してｉＰａｄ

等の機器や学習ソフト・アプリを活用することで学びの保障に取り組んでいま

す。 

 以上で、市内小・中学校におけるＩＣＴの活用事例の紹介を終了します。 

 

【事務局】  

次に（４）、ＩＣＴの今後の活用についてです。 

ただいま事例の御紹介もございましたが、本検討委員会のＩＣＴの活用のテ

ーマである、１、ｉＰａｄその他周辺機器を有効活用した授業の日常化、２、
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情報モラルの向上、３、登校できない児童・生徒への学習支援の充実の３点に

つきまして、児童・生徒の状況、各学校の取組み、国の施策なども踏まえなが

ら、引き続き推進をしてまいります。 

 （５）検討テーマです。こちらの説明で、国の動き、福生市の状況、事例な

どの御説明をさせていただきました。本委員会での検討テーマですが、大きく

「今後の福生市におけるＩＣＴの活用について」とさせていただいています。  

今後、福生市のＩＣＴの活用について、どのような視点で進んでいくべきか、

または重要視していくものは何かなど、それぞれのお立場から忌憚のない御意

見をいただければと思います。どうぞよろしくお願いします。説明は以上にな

ります。 

 

【委員長】 

 どうもありがとうございました。ただいま、事務局より学校におけるＩＣＴ

の活用について説明がありました。それぞれのお立場から、今後の福生市にお

けるＩＣＴの活用についての御意見をいただきたいということでございますが、

その前に本日配布されています資料５のとおり、各学校の校長先生から自校の

ＩＣＴの活用に係る現状および課題について御意見をいただいているところで

す。そこで、続けて各校おおむね２分程度、各学校の現状や課題につきまして、

ポイントを御説明いただき共有を図りたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

【副委員長】  

本校の現状ですが、ここにありますように、子どもたちの一人１台端末の操

作はかなり慣れておりまして、授業で簡単に取り出して、すぐに立ち上げて活

用できる状況になっています。戸惑う児童はほとんどいません。また、本校で

はミライシードやＭｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｔｅａｍｓを活用して考えを共有する

ことをよく行っています。普段手を挙げて発言できないような児童もこちらに

書き込んで大画面で映して、考えを全体に反映していく活動をしています。 

 また、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｆｏｒｍｓを活用することにより、教員が児童

に対するアンケート調査の回答を簡単に集計しています。これは教員に向けて

のアンケートもそうですし、授業の中でその場で子どもたちにやってもらって、

それをグラフ化して授業に使っていくというようなこともしています。振り返

りなどでも毎回使っている教員もいます。 

 教員の仕事の面では、資料をＰＤＦで保存して、教員同士がＴｅａｍｓを使

って共有するということがかなり進んできています。印刷する手間も省けて、

かなり職員の事務作業等は減っているところだと思います。 

 続いて課題ですが、ＩＣＴの活用がかなり進んでいるといっても、教員の中
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で得意・不得意の差があります。本校は若手が多いので比較的多く活用してい

る場面が見られますが、苦手な教員ほどＩＣＴを活用するメリットを感じられ

ていない様子がありますので、そこを何とか克服していく必要があるかと思っ

ています。 

 ２点目は端末の状況ですが、経年劣化や故障の対応について、修理等の努力

はしていただいているものの、手元に戻ってくるまでに時間がかかります。例

えばキーボードがない児童は文字を打ち込むことに時間がかかるといったこと

が発生しています。 

 家庭での活用という点では、家庭の中での差が大きく、学習に関係のない動

画を視聴してしまっている児童もいますので、繰り返し指導していますが、そ

ういった家庭への指導も学校としては考えています。以上です。 

 

【委員長】  

ありがとうございます。 

 

【委員】  

まず、本校の現状としては、先ほど事務局からお話があったように、日常的

に本校でもＩＣＴを活用した授業が日々行われています。ｉＰａｄや大型モニ

ターや電子黒板を使いながら子どもたちが学習するのが当たり前というのが

日々の授業の形となっています。福生市はハード面がとても充実していて、い

ろいろなことで学校にＩＣＴ機器をいただいているので、学習がとても充実し

ているものになっていると感じています。 

 ドリル学習での習熟や、ミライシード・Ｔｅａｍｓを使った情報共有、既に

１年生も写真機能を使って学習をどんどん進めている、そういった姿が見られ

ているところです。校内を回っていると、動画もかなり活用されていて、子ど

もたちがどのように学んだら良いかということが分かるように使われていて、

そういった面での活用もとても進んでいると思います。 

 また、ｉＰａｄを使うに当たっては、子どもたちに使い方のルールを丁寧に

指導しているところです。本校では、福生市の教育委員会で示されている約束

を基に、本校独自の学習ｉＰａｄの使い方というプリントを子どもたちに示し

て、このように使うとトラブルに巻き込まれない、健康面で大事ということを

子どもたちに示して共通して指導をしているので、学習用として正しく活用す

ることがおおむねできているのかなと感じているところです。 

 一方で課題は、各家庭によって差がありますが、家庭でｉＰａｄの充電をし

て、毎日必ず持ってくるよう伝えても、どうしても忘れてしまう子どもたちが

若干名いることです。そういった子どもたちが、文房具として扱っているｉＰ
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ａｄがない状態となってしまうことから学習に支障を来してしまうということ

になります。保護者やもちろん子どもたちに、きちんとｉＰａｄの準備をさせ

るということが大事かと思います。 

 教員の中でも指導スキルの差が、一時期に比べてほとんどなくなってきてい

ますが、若干ありますので、校内のＩＣＴ推進担当を中心に研修を積み重ねて

いくこと、そして使うことが当たり前になっている中で、どのような使い方が

より良い学びにつながるのかという効果的な使い方についても校内できちんと

検証して、それを校内で共有していく必要があると思っています。以上です。 

 

【委員長】  

ありがとうございます。 

 

【委員】 

本校も今まで説明されていた小学校と同じように、基本的なスキルは身に付

いていると思っています。今まで教職員のＯＪＴ、指導は、ベテランの先生か

ら若手の方に行っていた矢印でしたけれども、若手がＩＣＴに強いので、ＯＪ

Ｔを開いても若手からベテランの方にという矢印ができて、職員室はすごく活

性化してきたというところが見て取れます。 

 ｉＰａｄを配備してもらっているので、子どもたち、教員ともに非常に扱い

やすく、機能が高いので非常に助かっているというところです。教員もＯＪＴ

等学び合いの機会がありますので、ベテランも若手も分け隔てなく使っていて、

子どもたちも、例えば先生が何々を調べてという時に、教員も何かを指示する

わけではありません。ｉＰａｄを使って調べてという指示はしないので、調べ

てと言うと、子どもによってｉＰａｄで調べる子どももいれば、辞書を使う子

どももいます。その子その子で何を使えば良いかと考えながら学習に取り組む

姿も見られるようになってきたと思っています。 

 課題は、個人のスキルの差が大きく出てしまうことだと感じています。ハー

ド面は変わりませんがソフト面の進化が速いので、何か新しい機能が出てきた

時にそれに対応できるかどうかというと、それはベテランも若手も関係ありま

せん。最近話題になったところで言えば、生成ＡＩが出てきた時に、それをど

う使おうかなという視点にはならずに、これはどうしたら良いのだろうと止ま

ってしまうことです。そういったところはこれから指導していかなければいけ

ないところだと思っています。 

 ＯＪＴも続けていますが、やはり苦手な人は、教えてもらったとおりに活用

することはできますが、先ほど言ったように、新しい機能が出てきた時にそれ

をどう活用しようかという視点が抜けてしまうので、そこの指導に取り組んで
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いかなければいけないと感じています。そういったところで教員の技能の底上

げをしていかなければいけないと思っています。以上です。 

 

【委員長】  

ありがとうございます。 

 

【委員】 

 私は令和４年度に着任しましたが、その当時はタブレットをはじめ福生市の

充実したＩＣＴ環境というものを十分に活用しきれていないという印象を受け

ました。 

 その後、学校経営の柱としてＩＣＴ機器の積極的な活用を掲げて活用を促し

たのですが、その結果、ＩＣＴに強い若手教員をはじめ、ベテラン教員も積極

的にＩＣＴを活用する姿勢が見られるようになりました。そして今では、全て

の学年でＩＣＴを活用した学習指導を日常的に行う、そういった現状になって

います。 

また、不登校対策の一環ですが、学校には来られるけれども教室に入れない

という児童のための別室指導が本年度から本校では始まっています。その際、

担当支援員による学習指導を行っていますが、在籍学級の授業にタブレットを

通して参加をするというオンライン学習も日常的に行うことができています。 

 次に、課題です。日常的に活用されているＩＣＴ機器ですが、やはり指導や

学習においていかに有効に活用するかというのが一番の課題だと思っています。

子どもにとって学びが深まる活用の仕方を今後も探っていかなければいけない

と思っています。 

 また、教員の得意・不得意によってＩＣＴの活用に温度差があるのも事実で

す。ＩＣＴに強い教員のクラスの子どもほどタブレット使用が上手では困りま

すので、子どものＩＣＴ活用スキルに差が出ないように、ＩＣＴ支援員が講師

の教員研修などを更に充実させていきたいと思っています。 

 更に、本年度から新しくなったデジタル教科書を有効に活用していくこと、

それから子どもたちの活用スキルという部分では、タイピングなど、児童の活

用能力を段階的、系統的に高めていくことによって、中学校へと円滑に進むこ

とができると思いますので、そういった小中一貫教育の視点からも課題がある

と感じています。以上です。 

 

【委員長】  

ありがとうございます。 

 



19 
 

【委員】 

本校は、ＩＣＴを使う授業におきましては、週ごとの指導計画にタブレット

を使用する時間を書かせることを位置付けて意識を持たせております。その中

で現状としましては、教員によって活用の格差が大きく、掲示と共有以外の使

い方が広がっていない教員がまだまだいるということです。  

何かというと、基本的に教科書をただ映し出しているだけですとか、児童か

ら提出させているけれども、それをただ映し出しているだけという、いわゆる

プロジェクターのように使っているだけで、なかなか有効活用ができていない

という現状があります。 

 課題としては、教員の使用格差の改善をしていかなければいけないというと

ころです。基本的には活用することによって、合理的で更に分かりやすい授業

になるようにしていくということが大切だと思っています。教員の中には、Ｉ

ＣＴを使用することによってテンポがなくなり授業が間延びしてしまい、時間

だけが過ぎて、何をねらいとして行っているか分からないような教材を作って

いる教員も実はいて、すごく無駄な使い方をしているという現状があります。

ですので、ＩＣＴを活用した教材の作成能力を向上していかなければいけない

という課題もあります。 

 更に課題として、ＩＣＴを教員がしっかりと活用する技術、どうやればＩＣ

Ｔを活用して、うまく使っていけるかという技術を向上させていかなければい

けないと考えています。これは教員から見た課題です。 

 ここには書きませんでしたが、本校での児童の課題として、現状としては勝

手に友達の写真を撮って落書きをしたり、Ｗｅｂサイトから勝手にスクリーン

ショットで画像をバンバン撮ってため込んだりして、それを学校で喜んで見て

いるなどがあります。授業で調べ学習をしていますが、信頼性の高い情報を探

すのではなく、みんなが同じサイトを見て、偏った情報ばかりに触れ、ただそ

れを写しています。それの信憑性をしっかりと確認したり、いろいろな比較を

したりして、これが良いねとか、こういうところが必要だねというように情報

を取捨選択するのではなくて、一つのＷｅｂサイトをただ写して、調べ学習を

終わりにするところがあります。 

 ですので、子どもたちには情報モラルの向上に向けてしっかりと指導を行い、

本当の正しい情報の精査の仕方や人権など、そういったところを今後しっかり

と教えていかなければいけないという課題があります。以上です。 

 

【委員長】  

ありがとうございます。 
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【委員】 

 成果ならびに現状と課題については、今までも出ていますので同じような感

じかなと思います。具体的なところでいくと、私が感じているところでは、若

い先生方が中心ですが、いわゆるアプリだとこういった機能があるので、こう

いった使い方をするという活用の段階から、それをどのように応用・工夫すれ

ば活用の幅を広げられるか、という段階に入ったと思って見ていました。 

 例えば、国語の授業の時ですが、特に低学年の児童はノートを書く時に、昔

ですと小さい黒板でマス目が入っているノートサイズ、ノートのマス目と同じ

もので書いたりしていますが、そういったことをしないと子どもたちはまず書

けないよと言うと、すぐに先生は小黒板を使うのではなくて、ｉＰａｄでノー

トのマス目を取って、そこに直接書き込めば児童に提示できるということで使

ったりして、すぐにクリアになります。わざわざ黒板を買う必要もないし、持

ってくる必要もないという、そういった工夫をどんどんし始めていると思うと

ころです。多分これから先は、アプリではこれだからこれしかできないという

のではなくて、基本機能を使ってこんなこともできるということをどんどん先

生方はやっていくのだろうなと思っています。 

 もう一方で、更に同じようなところですが、本校もなかなか学校に来られな

い児童は、授業をオンラインで流すということももちろんやっていますが、こ

の前見ていて、こういうやり方があるのかと思ったのが、図工の時間にグルー

プで一つの作品をつくり上げていく時に、あるグループの中では、オンライン

で家にいながら子どもが参加しており、一緒に作品をつくり上げていくことに

取り組んでいる先生もいました。そういった基本機能を使いながら、こんなこ

ともできるという工夫を先生方がやり始めたと思っていたところです。 

 今度は教員の方ですが、校務ではこれから先、もう少しデータのリンクとい

うか、そういったものがもっとこれから進んでいくと良いと思っているところ

です。出席についてもどうにかできないかとか、クラス用のｉＰａｄを先生方

も持っていますので、そういったところでリンクできると良いといった話があ

ります。いろいろなものがつながっていくと、データの方が校務はより便利に

なっていくのではないかと先生方と話をし、感じているところです。以上です。 

 

【委員長】  

ありがとうございます。 

 

【委員】 

 皆さんのところで出てきたものと同じような感じにはなります。提示とかデ

ジタル教科書を使うとか、調べ学習、まとめ、プレゼンテーション、意見交流
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といったものを、ＩＣＴを活用しながら行うということは、もう日常的にでき

るようにはなっていますが、やはり教員によっての使い方や頻度の差があるの

が実状だと思います。 

 そのような中で、ミライシードのドリル機能を使っていても、苦手な問題を

繰り返してできる良さがある反面、どうしても苦手な子は同じ問題に何回も突

き当たることで、余計自信をなくすということでやる気がなくなって、繰り返

しやってもらいたい子こそ苦手意識を持ってしまうというところもあります。

そこはうまくデジタルと紙ベースのものを使いながら、子どもが実際に温かく

先生と一緒にやる場面をつくる工夫をしながら、ＩＣＴの良さを生かして、逆

にＩＣＴでは難しいところは今までのものを使っていくというか、それも重要

なのではないかとは思っています。 

その他の事例ですと、連絡帳は書かずに貼ってあるものを写し、Ｔｅａｍｓ

で共有し、みんなで見て確認ができるようになっています。中には宿題を持っ

て帰るのを忘れたという子どものＴｅａｍｓが入ると、他の子どもが私まだや

っていないから送るねと言ってプリントを写真で取ったものを送ってくれてい

ました。子どもたちの助け合いのツールにもなっています。 

Ｔｅａｍｓだと先生も同じようにそこを見ることができるので、安全に子ど

もたちが交流することもできているところです。委員会活動での活用も進んで

きていますので、先ほどもありましたけれども、Ｆｏｒｍｓを使って子どもた

ちの意見を集めたり、それからＦｏｒｍｓではない形でも意見を集めてきて、

意見を皆さんに伝えることができるようになっています。 

 ＯＪＴで、子どもが使っているアプリについて、みんなで一緒にやってみよ

うということで、特に新しく来た先生、それからなかなかこれの活用には至っ

ていない先生方が実際に使うことで、使い勝手を子どもの立場からまず感じ取

ってもらってというようなことで、繰り返しやっているところではあります。 

 課題としては、やはり情報源が偏りがちです。特に子どもたちはＹｏｕＴｕ

ｂｅが大好きなので、動画に行くことが多いです。そこの良さももちろんある

とは思いますが、私たちの頃からそうだと思いますが、学習に使うツールは子

どもにとって遊びの道具でもあります。ペン一本取っても子どもは遊びますの

で、楽しい方に行くのはもちろんです。それを超えていけるようにしていかな

ければいけないとは思っています。 

 個別最適な学びを支えるツールとして生かしていきたいと思っているところ

でもありますので、特に今、教室にひも付けている形でのｉＰａｄになってい

ますので、教員一人一人にひも付いた状態になっていくと、教員が自分で使う

チャンスも増えるというか、そういったことによって、先ほど来出てきている、

このアプリはこんなことにも使えるのではないか、こんなことをやりたいが、
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あれが使えるではないかというところに結び付きやすくなるのではないかと思

います。その辺りで、ある程度自由にいろいろなアプリが使えるようになって

いくと良いと思っています。 

 また、ことばの教室や、かわせみ教室の特別支援教室で使うのにもとても向

いているものでもありますので、特別支援教室の先生方一人一人が持って使え

るようになると良いと思います。やはり苦手な児童にとっては苦手なものがも

う一つ増えてしまったという点は否めないところはあります。ですので、それ

をどうやって乗り越えるというか、どのように使いやすくしてあげるかという

ことも大事かと思います。ある意味で感覚的に使えるところはありますが、そ

うではない使い方をしていくところでは、苦手なお子さんが苦心しているとこ

ろは見られるところはあります。 

 ＩＣＴを活用するに当たっては、その基となる基礎、基本、語彙力や読み書

き能力は非常に重要だと思いますので、それらをＩＣＴを使って伸ばしていく

ということもそうですが、ちょうど今週、三中学区では小中一貫の交流の授業

があり、その中でも、やはり子どもたちの筆圧が下がっているのではないか、

字が汚くなっているのではないかということが挙げられました。実際、私もそ

れは感じます。名前一つとっても、やはりうまく書けないのは書く機会が少な

くなっているというのは思いますので、そこのところをどのように子どもの作

業を多くし過ぎないで、でも必要なものを力づけていくかというところは大き

な課題の一つではないかと思います。 

 面白いものでは、今年、日光の移動教室のために日光市がメタバースを使っ

て事前に見にきて良いですよというお知らせをいただきました。あのようなも

のをうまく福生市でも取り入れて、実際に子どもたちが社会科見学をする前に

少し調べてみようといったことができたら、より子どもたちの学習に生かせて

楽しいのではないかと思います。以上です。 

 

【委員長】 

 ありがとうございます。続きまして、中学校の校長先生方にお願いします。 

 

【委員】  

私が福生市に来て７か月たちましたが、来た初日が土曜授業日でした。その

時にもすごく感じましたが、先ほど来各小学校から活用しているということも

あって、中学生は本当に文房具の一つと同じように使っているなというのに驚

きを感じました。授業中に突然ｉＰａｄを取って黒板を写すとか、分からない

用語を検索するとか、そのようなことが普通に当たり前のように授業でできる

環境や、子どもたちの使用方法がすごいと思いました。 
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 前任のところでは、ｉＰａｄではなくてＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋという重たい

パソコンのようなものでした。それは家に持ち帰ることはできなかったので、

本当に使う時には保管されている場所からわざわざ持ってくる必要があり、頻

度もそんなにありませんでした。そのように当たり前に使っているということ

が素晴らしい環境だなと感じています。 

 教職員は年度当初にＩＣＴ研修を行い、転入してきた教員もすぐに授業でタ

ブレット等を使えるように行っています。全教員が使うことはできますが、や

はり教員によって使う頻度に差があるということは一つあるかなと思います。 

 校務でも、私が前任の副校長時代は、出張依頼文などを全部プリントアウト

して渡していたものは、今ここでは全部Ｔｅａｍｓやデータで送っているので、

ペーパーレス化も進んでいます。教員も、いつでもどこでもそれを確認するこ

とができるということで、非常に有益かと思います。職員会議も、もう全部ペ

ーパーレス化でやっているというところが一つの紙の削減ということにもなる

かなと思います。 

 今後の課題としては、やはり先ほど来からも、小学校でも出ていますように、

昔で言えばペン回しをして怒られて、教員の目を盗んで手紙の回しっこをする、

今で言えば、無意識にｉＰａｄを学習用途以外にも使ってしまうので、そこの

自己管理能力をどのように高めていくかというところが一つの課題かと思いま

す。 

 やはりこれは非常に大きな転換の方法を考えていかなければいけないという

こともありますが、どうしても教員が主体のＩＣＴの授業が多いかなと思いま

す。電子黒板を使い、大きなモニターを見せるところで、子どもが主体の端末

を使った授業が、これからの個別最適な学習や協働的な学習というところを考

えた上で今後の課題であると感じます。以上です。 

 

【委員長】  

ありがとうございます。 

 

【副委員長】  

資料５-２の最初に、授業でのＩＣＴの活用が非常に進んでいるということで、

本校も他の委員からの話にありましたように進んでいます。内容としては、ま

ず提示で使っていたり、デジタル教科書を使っていたり、あるいは体育の授業

では遅延装置を使って、自分の演技を取って、終わった後に戻ったｉＰａｄを

見ると、遅れてその動画が見られるので、そこで自分の演技を確認できたりと

か、そのような使い方です。 

あとは、グループで何かをつくり上げる時の協働編集です。子どもたちがパ



24 
 

ワーポイントを使ってプレゼンテーション資料をつくります。これは授業内で

もそうですし、部活動のプレゼンテーションもそうですし、委員会活動でもタ

ブレットを前に置いてやり取りをする委員会活動も中学校は行っています。 

 また、子どもがＦｏｒｍｓを使ってアンケートを採って集計して、こういう

データがあるのでこのようにしていきますというように、子どもがどんどん使

っています。ｉＰａｄがあることによって個別で学習する生徒もいれば、グル

ープで学習する生徒もいれば、教員に教えてもらいたい生徒もいます。  去

年研究指定校があったので１時間の授業で子どもたちが学び方を選んで、一つ

の教室の中で先生に教えてもらっている生徒もいれば、グループでやっている

生徒もいれば、個別にｉＰａｄを使って調べる生徒もいる、そういった授業も

可能になっています。 

 また、私が福生第一中学校にいた時に行いましたが、不登校の生徒が行事に

参加できないかということで、オンラインで班活動に入ってもらって、一緒に

グループ活動をして、あるいは一斉の学年集会もｉＰａｄで撮りながら、それ

をオンラインで見せることで行事に参加できたといったこともあります。そう

いった活用もあろうかと思います。 

 本校はとにかく今年は効果的に使うということを主眼として取り組んでいま

す。この在り方検討委員会という場の最終的な在り方としては、先生、このこ

とを調べるにはこうやった方がいいと思いますと、子どもが学び方を教師に指

示するといったこと、これが最終的な在り方であると良いと、いつも私は常々

考えています。 

 校務については、先ほどもありましたがペーパーレス化、教員同士の協働編

集が可能です。本校は諸事情のため、朝の打合せをなくしました。朝に連絡す

ることを、ｉＰａｄを使って掲示板で載せて、みんなで共有するということを

しています。 

生活指導が中学校はあるので、保健室に行った生徒がそのまま教室に戻らな

いでどこかへ行ってしまうことも実は中学校はあります。そこで、保健室に行

くと教員が迎えに行って教室に連れていくということが今まではありましたが、

それは非常に手間がかかるので、今年はｉＰａｄを使って、誰々が保健室に行

きましたと、教室にいる教員が保健の先生にチャットで送ります。保健室から

今出て戻りましたというのを保健の先生がチャットで送って、教室で待ってい

ます。来なかったら職員室で探しに行くという、そのような体制を取って、今

のところ何の問題もなくできています。そういった形で活用もしています。 

 先ほど他の委員から経年劣化の話がありましたが、本校は生徒会で子どもた

ちが検討し、モバイルバッテリーを持ってきて良いという形でルールを変えて、

モバイルバッテリーをＯＫにして、それで充電対応をしています。 
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 課題は、やはり教員の意識の差があり、掲示板をなかなか見ない教員がいて、

情報が共有できない場合があります。他には、使い方のアイデアの差です。ア

イデアが高い先生は、いろいろな使い方をしていますので、それをうまく共有

できれば良いと思っています。ＩＣＴ支援員の活用もまだまだ課題ではあると

思っています。以上が現状と課題です。ありがとうございました。 

 

【委員長】  

最後に、委員、お願いします。 

 

【委員】  

私はこの４月から福生市に着任させていただきました。これまで２地域、別

のところでもＩＣＴの状況を見てきて３地域目ですが、そこと比べても子ども

たちの使用ですとか、授業内での使用は非常に進んでいると感じています。   

どこの地区でもそうだと思いますが、やはり小学校の方がかなり活用されて

いて、中学校ではなかなか活用が進んでいないといった実態もあるかと思いま

すが、そういった意味で本校はどの授業でも大型提示装置に映されている段階

ですが、どの先生も授業内で活用しようとしているというところは非常に進ん

でいる現状です。 

 具体的な使い方としては、デジタル教科書の提示も含めて、教員が提示して

いることがまだまだ多い状況です。ただ、授業によっては、授業の中でミライ

シードの機能を活用することで、それぞれの子どもたちの意見をみんなで見合

うなど、そういったことで使っています。 

 教科の差や教員の差は当然あるとは思いますが、そういった中で活用はでき

ているところと、課題としてはそういったところで今後さらに教員間でいろい

ろな活用方法の共有や研修を進めて、最終的には本当に辞書代わりですとか、

ノート代わりであり、ホワイトボード代わりであり、そういった形で自然と授

業の中で必要に応じて使われていくといった使い方ができるように、教員が子

どもたちのいろいろな指導も含めて、授業づくりをしていけると良いと感じて

います。 

 ハード面での課題ですが、本校の教員の中から出ていて実態としてあるのは、

一つはバッテリーの経年劣化の問題です。もう一つは、クラウドの保存容量で

す。小学校からずっと継続で福生市の場合は使ってきています。去年もあった

ようですが、中学校３年生になった生徒から、保存しようとしたら容量がいっ

ぱいで保存できませんといったことがありました。過去のものを取っておくこ

とは非常に大事なことだと思うので、なかなか簡単にも消せないとは思います

が、そういった課題もあると思います。そして、機器もそろそろ更新の時期か
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と思いますので、そういったことも含めて、この在り方検討委員会で考えてい

くと良いかと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

【委員長】  

ありがとうございます。 

事務局から、市全体の取組、引き続き、それぞれの先生方から現状や課題に

ついてお話を伺いました。いろいろと御質問もあろうかと思いますけれども、

それも含めまして今後の福生市におけるＩＣＴの活用について、皆様方から幅

広く御意見をいただきたいと思っています。では、いかがでしょうか。 

 

【委員】  

各校長先生から現状と課題をお聞きさせていただいて、なるほどと思った次

第です。その中で何点か感じたことがあります。ＩＣＴの活用で、教育の中で

伸ばしやすい分野と伸ばしにくい分野があるのではないかなという気がしてい

ます。 

 これは小さなことかもしれませんが、ちょうど先ほど他の委員がお話しにな

った語彙力、そして筆圧の話を私も実感しています。私自身も皆さんよりかな

り年を取っている部類ですが、ほとんどパソコンとスマホで、ノートは日記を

書くぐらいという世界に入っているものですから、最近は語彙力がどんどん少

なくなってきて、年のせいかなと思いつつも、本日は校長先生のお話を聞いて

いて、違うかもしれないと思いました。 

 語彙力はいろいろとあると思いますが、読むことはできても、検索すれば難

しい言葉でも出てきます。しかし書けません。そして字が汚くなってきていま

す。要するに書き順が分かりません。書き順が分からないということは、漢字

で言えば、漢字の成り立ちが分かっていないから、単なる記号として覚えてい

ることになってきます。 

 そうすると、国語の力、いわゆる中学校、高等学校へ入って、今のテレビで

やっているような古典や様々な分野においても、小・中学校の間に身に付けて

おかなければいけないことが足りなくなってしまうのではないでしょうか。そ

の一つが、そういったところに出ていないでしょうか。ＩＣＴの良さと、でも

ＩＣＴの普及だけではカバーできない、苦手な部分もあるのではないかという

気がしています。この機会を通して、あるべきＩＣＴ教育の在り方を学ばせて

いただければと思っています。 

 もう一つは、資料の中の言葉で気になったことがあります。どういった意図

でこの言葉を使われているかを教えていただきたいと思っています。個別学習

ではなくて協働学習の中で、私も好きな言葉ですが、市役所でも協働推進課が
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あります。昔は協働というと、共に同じく、共に動くというわけですが、今は

ともに働く、働くは、はたを楽にするという言い方もあると言われているよう

に、様々な使い方があって、協働学習のくくりの中で、この漢字を当てられて

いる意図は何かなというのを教育委員会にお聞きしておきたいなと思っていま

す。よろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

【委員長】  

貴重な意見をありがとうございました。後半、協働学習につきまして御質問

がありましたので、まずその辺りを事務局からお願いします。 

 

【事務局】  

協働学習は国が使っている言葉です。協働学習として使う時には、子どもた

ち同士が教え合い、学び合う、共に学習をしていくといった意味合いで、この

協働という言葉を使っています。以上です。 

 

【委員長】 

 他によろしいですか。 

この協働学習という言葉自体は、事務局からお話がありましたように、文部

科学省も示しています。それとともに大事なことは、今、学習の個性化といっ

て、いわゆるその子どもに合った学習のスタイルをできるだけ尊重して、その

子どもの個性を伸ばしていこうとしています。 

一方で、それだけではなく、様々な形で意見交換をしたり、協議をしたり、

共同作業をしたり、様々な体験を一緒にすることによって、お互いに学び合う

協働学習の実践が求められています。個別最適な学びと協働学習、要するにこ

の両者のバランスが大切です。この言葉が、ある意味では現在の教育の最先端

のコンセプトになっています。 

 さらに、その捉え方は様々だと思いますので、福生市として、この協働学習

はこう捉えていきたい、例えばこういったところに力点を置きたいといったこ

とがあっても良いのかなと思っているところです。 

 

【委員】  

ありがとうございます。 

 

【委員長】  

それでは、ただいま委員からいろいろなお話もありましたが、それに関連し

て、またはそれ以外のことでも結構ですので、それぞれ御意見をいただきたい
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と思います。 

 

【委員】  

ＩＣＴ活用に関わる現状および課題の各校のお話は大変参考になりました。

ありがとうございます。 

 私も先の委員と共通することですが、語彙力につきましてはとても気にして

いるところです。やはり年齢的な問題は先の委員から話がありましたが、本当

に語彙力が少なくなっている現状があるように感じます。この課題を解決する

方法の一つとして、読書が必要かなと思っています。読書をするために、一つ、

ＩＣＴと絡めるわけではありませんが、福生市は電子図書室が開設されたとこ

ろです。この利用方法について、もう少し各校で周知できたら、また一歩前進

するのではないかと思っています。この電子図書の活用について、もう少し学

校としても教育委員会としても対応していただければと思いました。よろしく

お願いします。以上です。 

 

【委員長】  

ありがとうございます。今、電子図書ということが出てきましたので、この

辺りを事務局から御説明をお願いします。 

 

【事務局】  

１月 24 日、中央図書館のリニューアルオープンに合わせて開設しました、電

子書籍の貸し出しサービスですが、市内の各小・中学校在籍のお子さんたちに

つきましては、図書館の利用カードとは別にＩＤとパスワードを用意させてい

ただきました。学校の端末から２点までという制限は一般の利用者の方と一緒

でございますが、利用ができるということでまずは制度を整えさせていただい

ています。 

 開設に先立ちまして、各学校に使用方法やＩＤの配布をさせていただきまし

て、特に低学年の方には図書の時間などを利用して、利用の御指導をいただけ

ないかということでお時間を頂戴しています。また、中学生に関しましては、

学活などでも御指導をお願いしました。新年度につきましても、改めてこちら

の御説明をさせていただきまして、御要望があればいつでも図書館からも説明

に伺わせていただく予定でありますとともに、使い方や本のお知らせなどもし

ていきたいと考えています。以上です。 

 

【委員長】  

ありがとうございます。 
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【委員】  

先ほど、他の委員からお話があったことを聞いていて感じたことですが、Ｉ

ＣＴの活用は教員の業務の効率化につながるのではないかということです。働

き方改革が叫ばれている中で、学校の業務の中でＩＣＴを使うことによって先

生の業務が効率化されて減るのであれば、生徒のＩＣＴは教員の業務の変化、

効率化という意味で活用できます。 

 先ほど 10 人の校長先生のお話の中で、いろいろな好事例があるように感じま

した。その好事例を教育委員会で取りまとめて、各小学校、中学校に発信して、

このように使うとよりＩＣＴが有効に使える、といった好事例の取りまとめと

して発信するようなことも大切かと思います。 

 校長先生の発言の中で、それぞれの生徒によりできることの差を感じました。

スキルの個人差が相当あって、スキルが進んだ子どもは、例えばパワーポイン

トを使ってプレゼンテーションができるレベルになる子もいると思います。子

どもたちのスキルアップを願うばかりです。 

 小学校から中学校と進級する中で児童・生徒に身に付けてほしいＩＣＴ知識

を、できれば福生第一中学校、福生第二中学校、福生第三中学校の各学区の中

で、ＩＣＴについて中学校から小学校へ要望をすることで、より良い方向に進

むのではないかと思いました。以上です。 

 

【委員長】  

ありがとうございます。 

 

【委員】  

私、最近は忙しくて学校の授業公開に行けていなかったものですから、本日、

説明を聞かせていただいて、ここまでＩＣＴの活用が進んでいたというところ

で、本当に教育の内容は良くなっていると思いました。本当に先生方、ありが

とうございます。 

 ＩＣＴの活用によって、本当に深い学びができるようになっているのではな

いかと思いますし、私の子もあっという間にＩＴスキルが追い抜かれたという

ぐらい使いこなして、いろいろなことを自分で調べたりしていると思います。 

 子どもたちにとっては、本当に良い道具というか、「新しい文房具」といった

説明があったと思いますけれども、一般的にＩＣＴ化、ＩＣＴのために使うと

いうものになります。  

少し心配しているのは、ＩＣＴ化により先生方の負担がすごく高まっていな

いかというところが気になっています。慣れるまでは当然時間がかかると思い

ますが、このＩＣＴの活用というものが、他の委員が言われたように、先生方



30 
 

の業務の効率化なり、負担の軽減にもつながる、そういった活用の仕方ができ

ていければ良いのではないかと思っています。 

 もう一つお話をしたかったのが、ＩＣＴを活用した授業はどんどん進んでい

ますが、個人的に思っているところが、これだけＩＣＴを使うようになっても、

学校の授業は学校に出てきて対面でやるというところが前提となったつくりに

なっているということです。 

特にコロナを受けて、職場ではリモートでできるような環境も整え、できる

だけ在宅で仕事ができるようになっている中で、子どもたちは学校に出ていか

なければ学べないのかなというところは一つ疑問に思っています。 

 特に不登校対策もあると思います。話題は少しそれてしまいますが、週５日

で朝から夕方まで学校に行って、クラスの中で同じメンバーと顔を合わせてい

ると、どうしてもいろいろな問題が起きてくるのではないでしょうか。授業と

して、どうしても対面で、グループでやらなければいけないものは当然集まっ

てやりますが、特に自宅でＩＣＴを使いながら学べるものは自宅で授業を受け

るなど、うまく分散しながら、子どもが学校にいる時間は短くできないのかな

というところも思っています。 

 一方で、どうしても親からすると学校が若干保育施設化していて、学びの場

というよりは子どもを家から出して学校で預かってほしいという思いもあるよ

うで、リモート学習の推進にはいろいろな要素が絡み合ってくるかとは思いま

す。できるだけ学校に行かなくても学べる環境が今後、今すぐは難しいと思い

ますが、会議のテーマは令和におけるということで、直近１～２年後の話では

なくて、この令和という年号の間にできることといった長い目で見るのであれ

ば、もう少しそういったところも考えられていけたらいいのかなと思います。 

 国の方針が、基本は小・中学校は対面授業が原則で、不登校ですとか病気療

養児に限っては同時双方向型の授業は認めるとか、なかなかまだオンデマンド

型までは行けないとか、そういった制約はあるとは思いますが、少しずつそう

いったところも工夫をしていけたら良いと思います。 

 今、子どもは学校を休みたいなと思っても、一日休むとその日の授業が完全

に飛んでしまうので、休んだ場合でもオンデマンドのような形でその日の授業

の一部の内容が後日でも見られるとか、そういったことで休んだ日の授業が取

り返せる、安心して、少し疲れたら無理して学校に行かなくても、一日、二日

休んでも大丈夫だといった学びの環境もできていけたら良いのかなとは考えて

いるところです。すぐにできる話ではなくて、少し大きな話をさせていただい

たのですが、思っていることを話させていただきました。 
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【委員長】  

ありがとうございます。 

 

【委員】 

 ｉＰａｄはコロナ禍の一斉導入ということで、いろいろと心配されたことも

ありますけれども、必要に迫られて一斉に導入したということでなかなか心配

事がクリアされないまま３年が経ちました。総合的に考えて、マイナス面より

プラス面の方が大きいと思います。当然個人差もあって、すぐできる子どもも

いれば、なかなかできない子どももいます。教える先生方もスキルに差がある

のは当然だと思います。 

 その中でも、できる子どもは当然社会に出てそれが仕事になっていき、ある

いはものすごいＹｏｕＴｕｂｅｒが出現するかもしれません。ですから、それ

は少し長い目で見てあげるのが良いでしょう。どうしてもできない子どもにつ

いては、その子どもに対応する形で、先ほど山岸委員が言われていたように、

紙ベースのものを使いながらその子どもに合わせられる教育も必要なのだろう

と思います。 

 福生市の取組としては、フィルタリングがしっかりとできているとか、深夜

の制限ですとか、使用量の多い子どもに指導をすることが整えられているとい

うことです。その中でも少し失敗したということも、これもまた教育だろうな

と思います。一つ心配なのは、そういった学習に関係ないことで活用している

生徒、例えば授業が終わって休憩時間でもなかなか席を立たないでずっと使っ

ている子どももまだいるのではないかと思います。そういう子どもに指導する

ために、先生方の仕事が多くなっているということがあると、またそれも辛い

と思いますので、それらが少しでもなくなれば良いと思っています。 

 

【委員長】 

 ありがとうございます。 

ＩＣＴに関しては今、幼児教育でもかなり活用されているということがある

と思います。保育園、幼稚園というお立場で、何か御意見や、お話があればと

思いますが、いかがでしょうか。 

 

【委員】 

 幼稚園の中では私しか来ていないのでこれが全てではありません。ちなみに、

弊園ではパソコンの数がとても少なくて、先生方も共有してパソコンをあっち

に運び、こっちに運びをして、調べる時も出してきて、コンセントをつないで、

ああやって、こうやってと実はやっているという現状はあります。ですから、
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まだ子どもたちがいじって、それで何か良いことがあるということはとても少

ないですけれども、しかし、これがないと出会えないものはあります。 

 例えば単純に、検索機能は、子どもたちもママのスマホなどでやっています。

珍しいお花があれば写せば名前が出てきたり、性質が出てきたりして、とても

身近なものになります。私自身も園庭で見つけた生き物をすぐに調べて資料を

作って掲示すると、お迎えに来たお母さんたちと一緒にお話しながら見たり、

非常に狭い使い方ではありますが、でも、できないことができるようになって

いるのはとてもありがたいとは感じています。 

 先生方は、忙しい日常の中で折り紙の折り方を調べるとか、制作の種類をよ

り良いものにするために、いろいろな例に当たってみるとか、そのようなとこ

ろでは活用はしています。ですから、弊園はもう少し機器が充実をして、先生

方も自由に使えて、子どもたちと共有できるようになっていくと、もっともっ

と面白い使い方ができるのではないかと思っています。福生市のレベルまでに

は至っていない状況ですが、それでも何とか使っている状況です。あまり例に

はならないかもしれませんが、現状です。お時間いただいてありがとうござい

ました。 

 

【委員長】  

どうもありがとうございます。 

まだまだいろいろな御意見をいただきたいところではありますが、お約束の

時間が迫っています。この議論を続けるべきかもしれませんが、まずは本日出

てきた様々な課題や提言、それらを加えて、本検討委員会として今後の福生市

の学校におけるＩＣＴ活用の在り方、方向性を提言していくということでござ

います。 

言い足りないことや質問などもあろうかと思いますので、それらも含めて今

後、事務局で集約をしていただければありがたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

 

【事務局】 

 ただいま、委員長より御示唆をいただきましたので、委員の皆様には、本日、

事務局より御説明させていただきました内容や、委員の皆様から出された御意

見も踏まえまして、本日配布しました資料６「感想用紙」に御意見等を御記入

いただいて、教育委員会事務局まで御提出ください。 

説明は以上です。 
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【委員長】  

それでは、委員の方々には重ねて恐縮ですが、今、事務局から提案があった

形で、本日お出しいただいた御意見等々を踏まえて、さらに御提出をいただけ

ればありがたく思います。委員の皆様方、御協力をよろしくお願いします。 

 それでは、次第の議事については以上ですので、進行を事務局に戻します。 

 

【事務局】 

 委員長、ありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして、令和６年度第１回「令和における福生市立学

校の在り方検討委員会」を閉会します。ありがとうございました。 

 

 

【17：00 閉会】 


